○赤井邦道の家（夜）

電気をつけない、暗い部屋。
一人暮らしの、１ＤＫのアパート。中、韓、北朝鮮の国旗。万景峰号のフィギュア。家族の写真、ただし古い。
パソコンに向かって座っている邦道。瞳にディスプレイの光が反射している。
パソコン画面には、隣国と仲良くした方がいい？　しなくてもいい？　の文字。
邦道、マウスを操作しながら。

　邦　道「そんなの、当たり前だろ……」

仲良くした方がいい、を選ぶ。

すると画面が変わる。大きな×印に、『中韓は反日だから仲良くする必要なし（はぁと）』というファンシーな文字が、イラスト付きで書かれている。

こめかみを引き攣らせる邦道。

コードを掴み、プラグを引っこ抜く。消える画面。

コードを握り締めて、窓際に向かう邦道。

窓を開ける。ベランダはない。空を見上げる。

満天の星空。北斗七星が見えるから、北の空。

嘆息。すると、プラグが抜けたはずのパソコンが点灯する。ディスプレイに表示されるのは、ソビエトの地図とマジカルソビエトの文字。

邦道、気付かない。

　邦　道「もう、無理なのかもな……」

ディスプレイに広がっていく石田の原作。

赤字でБольшевики。起こる爆発。

　邦　道「な、なんだ！」

慌てて駆け寄るが、煙で何も見えない。やがて、煙の中に掠れた声で咳をするリティが見える。

驚く邦道。

リティ、大きく息を吸って胸をなでおろす。声はない。

　邦　道「だ、誰だお前！？」

　　　　　　　リティ、邦道を見て目をぱちくり。それから、手話で自己紹介。

　リティ『（手話）私、ここと違う、魔法の、世界から、来た』

　邦　道「待て待て、わからない」

動きを止めるリティ。困って口に手を当てる。

邦道、多少落ち着いて。

　邦　道「ていうかお前、いったいどこから？」

　　　　　　　リティ、掌で自分を示し、訴えかける瞳で近付く。

　邦　道「え……？」

　　　　　　　及び腰の邦道。

　　　　　　　リティ、口を開きかけて。

　　　　　　　転ぶ。

　　　　　　　そのまま邦道を巻き込み、派手に倒れる。邦道、頭をぶつけてうめく。

　邦　道（う……おま、えは……？）

　　　　　　　視界には、心配げに邦道を覗き込んでいるリティの顔が広がる。その顔も段々ホワイトアウトしていき――

○赤井邦道の家（朝）

鳴り続ける目覚まし。うめきながら目を覚ます邦道。

　邦　道「あれ……俺……」

　　　　　　　体を起こして、頭を掻く。

　邦　道「夢、か……？」

目覚ましを見て、目を見開く。

　邦　道「やべ！」

速攻着替え。

速攻朝食（十秒チャージ）。

速攻家を出る。

洗面台で、濡れタオルを握り締めて眠っているリティの姿には気付かない。

○住宅街

上り坂で、自転車を必死にこいでいる邦道。新聞配達の途中らしい。

背中合わせで後ろに乗っている、築地朝日。

　邦　道「はぁ……はぁ……はぁ……」

朝日、振り返って。

　朝　日「ペース落ちてるわよ、ほら、もっと根性入れてっ」

　邦　道「お前な……。上りは降りろよ……」

　朝　日「あれ？　いいの、あたしにそんなこと言って。お父さんに言って、奨学金打ち切ってもらうわよ」

　邦　道「くそ……はぁ……」

　朝　日「いい？　あたしたちには、紙面を通じて人々を導く義務があるのよ。人は報道によって得た情報からイデオロギーを選択するの。現実を押し付ける新聞はもう古いわ。必要なのは主張を創造する新聞なのよ。はい復唱、『言葉はチカラ』！」

　邦　道「む……むり……」

　朝　日「もう、情けないわね」

坂を登りきり、視界が広がる。

光が差し込む。朝日、眩しそうに目を細めて。

　朝　日「ストップ！」

靴の底で地面を擦り、むりやり自転車を止める朝日。

　邦　道「うおっ！　危ないだろ！」

非難を無視して自転車を降り、道路わきのガード

レールに両手をついて身を乗り出す。

　朝　日「見て邦道、朝日よ。あたしの名前と同じ」
振り返る。

　朝　日「太陽はね。国境を越えて、世界を等しく照らすのよ！」

　邦　道「…………」

邦道に、答える余裕はない。

○住宅街

郵便受けに新聞を差し込む邦道。表札は小沢。

朝日、自転車に寄りかかって新聞を広げている。

　朝　日「憲法改正案、両院で可決、か……」

自転車に向かって歩く邦道。

　朝　日「最悪ね。このままじゃあたしたち、憲法改悪の汚名を背負って生きていくことになるわ」

　邦　道「配達物勝手に読むなよ」

　朝　日「平気よ、一部多めに入れておいたから」

　邦　道「いつのまに……」

自転車のストッパーを外し、乗り込む邦道。朝日、新聞をたたんで後部に乗る。

　朝　日「こうなったら、今まで以上に頑張らないといけないわね。邪悪な右翼に、言葉の力を知らしめてやらなくちゃ！」

　邦　道「ああ……」

自転車、走り出さない。

　朝　日「……邦道？」

　邦　道「……本当に、変えられると思うか？」

邦道の背中。朝日、呆然とした後目付きを鋭く。

　朝　日「できるかじゃなくて、やらなきゃいけないのよ！　世界平和のために、あたしたちが頑張らなくてどうするの！」

　邦　道「そう……だよな。悪い」

朝日、悲しげに。

　朝　日「邦道……」

自転車のペダルを踏む足。

○赤井邦道の家（玄関前）

自転車に乗って、朝日。

　朝　日「じゃあ邦道、またね」

邦道、自宅のドアの前で振り返って。

　邦　道「ああ。遅刻するなよ」

　朝　日「……」

何かいいたげな朝日。しかし結局何も言わずに去る。

暫くそれを見送ってから、ドアを開ける邦道。

きっかり三秒。無言でドアを閉める。

表札を確認する。確かに赤井邦道と書いてある。

　邦　道「えーと……」

と、ドアが内側から開く。出てきたのは、リティ。邦道の顔を確認して、笑う。

邦道、無言でリティの頬を引っ張る。

目に涙を溜めて抗議するリティ。

　邦　道「――夢じゃ、なかったのか」

○朝日の高校、敷地内

駐輪場に自転車を止める朝日。

　声（オフ）「おはよう。朝日」

振り返ると、手を振る圭。

　朝　日「圭」

○朝日の学校、昇降口

靴を上履きに履き替えながら、朝日と圭。

　圭　　「そうだ朝日、学校新聞の原稿はできた？　締め切り、今　

　　　　　日までだけど」

　朝　日「あ……ごめん。まだできてないわ」
　圭　　「もう、出してないの朝日だけだよ。いつもは一番で出す

　　　　　のに」

　朝　日「ごめんごめん。締め切りには絶対間に合わせるから」
　圭　　「いいけど……。……ねえ朝日、何かあったの？」

朝日、一瞬動きを止め。

　朝　日「何かって……別に何もないわよ」
　圭　　「そう？　最近の朝日、なんだか元気がないようにみえる

　　　　　から」

　朝　日「なんでもないってば。ほら、急がないとホームルーム始

　　　　　まっちゃうわよ」

　圭　　「もう……」

上履きに替え、ぱたぱたと後を追う圭。

○赤井邦道の部屋

　邦　道「なるほど」

床に落ちているノートは、筆談した跡。

　邦　道「つまりお前は、魔法の社会主義国マジカルソビエトからやってきた魔女だと」

座卓の前で正座しているリティ、頷く。

リティの正面に皿に乗ったプリン。

椅子に座っている邦道。

　邦　道「マジカルソビエトは、日本が右傾化すると滅びに近付き、左傾化すると繁栄すると、そう言うんだな？」

こくこくと頷くリティ。

斜め上から見た邦道。

　邦　道「それで、この石平市を右傾化から護るために、俺に協力して欲しいと」

こくこくと頷くリティ。

邦道、嘆息。立ち上がる。

　邦　道「……他を当たってくれ」

　　　　　　　リティ、慌てて立ち上がった後、ノートを拾いボールペンで何か書き、邦道に見せる。

　リティ『（ノート）信じて下さい』

　　　　　　　邦道、ちらりと見て。

　邦　道「別に、疑ってるわけじゃない」

　　　　　　　フラッシュバックする、リティ登場シーン。

　邦　道「昨日のあれは、手品ってレベルじゃなかったしな」

　　　　　　　邦道、リティを見て。

　邦　道「ただ、悪いな。協力する気はないよ」

　リティ『（ノート）お願いします』

　　　　　　　ノートを掲げて、頭を下げるリティ。

邦道、暫し沈黙。そして目を逸らして。

　邦　道「俺は……」

　　　　　　　顔を上げたリティ、戸惑いの表情。

　邦　道「とにかく、お前と協力するつもりはない。他を当たってくれ」

　　　　　　　玄関に向かう邦道。困惑して見送るリティ。

　邦　道「出てく時、鍵は掛けなくていい」

　　　　　　　リティを置き去りに、閉まるドア。

ドアの前で、空を見上げる邦道。

　邦　道「俺なんかに、何ができるってんだ」

○高校、廊下

紙の束を抱えて歩いている圭。

新聞部の部室から、瓜雄と中日が出てくる。

　瓜　雄「そうそう見たかよ、七回に出した巨大アーチ。見惚れるねえ」

　中　日「試合には負けたじゃないか」

　瓜　雄「それを言うな！」

声をかける圭。

　圭　　「二人とも、もう帰り？」

　瓜　雄「あ…藤山。まぁな、これからこいつらと東京ドームよ」

　圭　　「それで、今日は珍しく頑張ってたんだ？　いつもは締め切りぎりぎりまでやってるのに」

　瓜　雄「んだよ、珍しくって」

　中　日「言葉通りの意味だろう？」

　瓜　雄「中日、てめっ」

　京　子「ちょっと、待ってよお兄ちゃん」

そこに、京子が顔を出す。

　中　日「遅いぞ、京子」

　京　子「だって…。あ、圭先輩」

　圭　　「京子ちゃんも帰り？」

　京　子「はい。今日は、あたしもお兄ちゃんたちについていこうかなって」

　圭　　「そうなんだ。楽しんできてね」

　瓜　雄「てわけだから、俺らはもう行くわ」

　中　日「また明日、藤山さん」

　圭　　「うん、また明日」

会釈して、部室に入ろうとする圭。

立ち去りかけた京子、振り返って。

　京　子「そうだ、先輩」

　圭　　「え？」

　京　子「朝日先輩、どうしちゃったんですか？」

○新聞部、部室。

窓から日差し。放課後なので、夕日というほどではないが日は低い。

ノートパソコンを前にして、両肘を突いて考え込んでる朝日。

圭、持ってた紙の束を机において朝日に近付く。

　圭　　「朝日？」

　朝　日「…」

気付かない。

　圭　　「朝日ってば！」

　朝　日「え、圭？　いつ戻ってきたの」

　圭　　「もう……。そんな調子で、今日中に原稿終わるの？」

　朝　日「大丈夫よ。新聞社の娘の誇りにかけて、締め切りを破ったりなんてしないわ」

　圭　　「それならいいけど」

椅子に座る圭。

朝日は、やはり手が動かない。

○邦道の家

流し台、さっきプリンが載っていた皿を洗っている

リティ。皿を水切りトレイへ。

家から出たリティ。振り返り、家に対して一礼。

風が吹く。空を見るリティ。

拳を握り締め、見つめ、頷く。決意に満ちた顔。

家に背を向け、走り出す。

○大学正門前

大学の名前。

校舎。

○大学、図書館

書架の前で、立ったまま本を読んでいる邦道。

ぱん、と片手で本を閉じる。

　邦　道「載ってないか」

書架に本を戻す邦道。背表紙に書かれたタイトルは、世界の魔女。

　邦　道「……何やってんだろ、俺」

○大学、図書館前

自動ドアを開け、図書館から出てくる邦道。

そこに話し掛けてくる外国人。鞄には、天使のキーホルダー。

　アダム「よう邦道。どうした、葬式と借金取りが一辺に来たような顔して」

　邦　道「アダム」

　アダム「なんかあったのか？　俺でよければ相談に乗るぜ」

　邦　道「別に、なんでもない」

軽くあしらって行こうとする邦道。

　アダム「おい」

追ってアダム。二人並んで歩く。

　アダム「なんだよ。もしかして、朝日ちゃんとケンカでもしたのか？」

　邦　道「なんでそうなるんだよ」

　アダム「前にもそんなことあったじゃねえか。ケンカはよくないな、とっとと謝っちまえよ。女と付き合うコツは、自分が悪くなくても謝ることだぞ」

　邦　道「違うって。大体、ゲームの中でしか女と付き合ったことない奴に言われたくねえよ」

邦道、振り向く。

　邦　道「……なぁ。もし突然世界を救う手伝いをしてくれって言われたら、お前ならどうする？」

　アダム「はぁ？」

　邦　道「漫画とかでよくあるだろ。世界を救うために、あなたの力が必要なんです。って」

　アダム「んなこと、現実にあるわけないだろ。それより……ん？」

何か喋りながら、通り過ぎる人影。向かう先を見ると、人だかりが出来ていた。

　アダム「なんだありゃ」

　邦　道「？」

通りすがりの男たちが話している。

　男　７「だからさ、変な格好した女の子がいるんだってよ。アニメっぽいの」

　男　８「コスプレってやつ？」

　男　９「しかも結構可愛いんだって」

邦道、焦り。

　邦　道「……まさかっ！？　悪い、今突然用事を思い出した！　またな！」

　アダム「おいっ！？」

走る邦道。人垣の先にいたのは、もちろんリティ。

リティ、邦道を見つけると嬉しそうに頭を下げて挨拶。

　邦　道「こっち来い！」

リティを引っ張り、走る邦道。

○大学、校舎裏

校舎の陰になっている中庭。木のベンチと机が置いてある。

リティの手を掴んでやってくる邦道。

　邦　道「ここなら大丈夫だろ……」

手を離してリティを見る。

　邦　道「お前まさか、俺に会いに来たのか？」

リティ頷く。邦道ため息。

　邦　道「なんだってんだ……。何度来られたって、協力する気はない。もう来ないでくれよ、その格好なら尚更な」

去ろうとする邦道に、追いすがるリティ。邦道の腕を掴む。

まっすぐ邦道を見つめるリティ。

　邦　道「……はぁ。……俺もさ、日本のためにと思って頑張ってきたんだよ」

リティに迫る邦道。

　邦　道「新聞に投書して、ネットに書き込んで、デモ隊に参加してさ。他にも、色々な」

邦道の口元アップ。

　邦　道「それで、日本がよくなればって。それだけ信じて、ずっと、ずっとやってきたんだよ」

ばん！　と激しく机を叩く。驚いて身を引くリティ。

　邦　道「その挙句が、今の世の中だ！」

イメージ映像、今日の朝刊。憲法改正案、両院通過。

　邦　道「どれだけ頑張ったって、良くなるどころか酷くなる一方だ！」

自衛隊。靖国神社。黒塗りのワゴン。

　邦　道「全部無駄なんだよ！　どうせ右傾化を止められやしないんだ！」

リティに詰めよる。硬直しているリティ。

　邦　道「お前らだってそうだろ！　魔法の国だかなんだかしらねえけど、右傾化を止められなかったんだろ！　だからこんなになっちまったんだろ！　今更やってきて、何が協力して欲しいだ！　なにが――」

はっとする邦道。

リティ、力強い目で邦道を見返す。諦めていない目。邦道、動揺。

　邦　道「……とにかく、俺に協力するつもりはないから」

リティ、邦道の後姿を悲しげに見送る。

暗い部屋で、キーボードをタイプする手。

顔を背け、去る。

リティ、はっとして顔を上げる。

○新聞部、部室

部室内にいるのは朝日と圭だけ。

圭はパソコンで新聞のレイアウトを作っている。ただし朝日の受け持っているコーナーだけ空白。

朝日はノートパソコンを前にぼうっとしている。

圭、溜息。

　圭　　「……ねえ朝日。邦道先輩と、何かあったの？」

　朝　日「！」

肘をついていた朝日、顔を滑らしてキーボードに顔面から衝突。

興奮からかぶつけたせいか、赤くなった顔を上げ。

　朝　日「な……何であいつの名前が出てくるのよ！？」

　圭　　「だって、この前朝日が落ち込んでた時も、邦道先輩との喧嘩が原因だったし。朝日の様子が変な時って、いつも先輩がらみだもん」

　朝　日「う……」

言葉に詰まる。朝日、天井を見上げて。

　朝　日「……ケンカとか、そういうのじゃなくてね」

朝日、圭を見て。

　朝　日「あいつの両親のこと、知ってるでしょ？」

　圭　　「うん……。事故で亡くなったって聞いたけど」

　朝　日「そう。生きてた頃は、二人ともすごく立派なプロ市民でね。デモ集会に参加するために、いつも日本中を飛び回っているような、そんな人たちだったのよ」

　圭　　「……」

　朝　日「おじさんは、いつも言ってたわ。憲法九条は日本だけじゃない、世界の宝だって。絶対に護らなきゃいけないって、口癖みたいに繰り返して。邦道も、その言葉を胸に今まで活動してきたのよ。それなのに……」

ため息。

　朝　日「例の法案のせいで、活動の意義を見失ってるのよ。まだまだこれからだって言うのに、馬鹿なんだから」

　圭　　「そうなんだ……」

圭、とぼけた顔で。

　圭　　「もしかしたら、チャンスなのかな」

　朝　日「え？」

　圭　　「みんなが本当に望んでるのは、左翼の理想論なんかじゃない。国を護れる力だって、今なら邦道先輩も気付いてくれるかも」

　朝　日「ちょ、ちょっと！？」

圭、笑う。

　圭　　「そうならないためにも、朝日がきちんと支えてあげないと。一緒になって暗くなってたら駄目だよ」

　朝　日「もう。でも……そうよね」

朝日のノートパソコン、勝手に動く。表示されるのはどこぞの掲示板。

　圭　　「しっかりしてよ。ライバルが元気ないと、私も調子狂っちゃうんだから」

　朝　日「……ありがと」

朝日、拳を握り。

　朝　日「そうよ、邦道ってばあたしがいないと全然ダメなんだから。あたしがしっかりしないといけないのよね！」

圭に笑いかける。

　朝　日「……ん。ちょっと元気でたわ。あたしはこれを仕上げるけど、圭は先に帰ってもいいわよ。データはメールで送るから」

　圭　　「ううん、待ってる。今日は一緒に帰ろ？」

　朝　日「圭……。分かった、日が暮れる前に終わらせるわね」

パソコンに向き直る朝日、驚く。

表示された掲示板に、すごい勢いで右翼的なレスが書き込まれていた。

　朝　日「何よ、これ……？」

○大学、廊下

開いた窓。

邦道、たたずんで写真を見ている。両親の写真。

　邦　道「俺は……」

一瞬現れるルフのイメージ（実際窓の外にいる？）

風が吹き、邦道の手から写真を飛ばす。

　邦　道「！」

飛んでいった写真を追いかけ、拾う邦道。ふと角を曲がったところに、扉をガチャガチャやっている男女二人組を発見する。

彼らは開けるのを諦め、廊下をこちらに向かって歩いてくる。

　男　　「なんだよあれ、わけわかんねー」

　女　　「どうしよう、レポート今日までなのに……」

邦道彼らを見送り、例の扉の前まで来る。PCルーム。

扉に張り紙。国家の国家による国家のための政治のために使用中。

　邦　道「なんだこれ」

試しに開けてみると、ドアあっさりと開く。

　邦　道「……？」

首を傾げて、中に入る。

○大学PCルーム

パソコンが並んでいる室内。八割方使用中。空席のパソコンもすべて稼動中。室内の全員が、一斉に邦道を見る。

怯む邦道。意に介さず、また一斉にパソコンに向かう先客たち。

困惑しながら、空席の画面を見る。驚愕。

画面を、右翼的な言葉が流れていく。

　邦　道「なんだよ、これ……！」

はっとして周囲を見渡す。

高速で指を動かす人々。画面に打ち込まれる文字列。

書き込みを行っているのは、この部屋にいる人々だった。

　邦　道「お前ら、何やってるんだよ！」

無視。

　邦　道「やめろよ、こんなこと！」

無視。

　邦　道「聞いてるのかよ！　おい！」

手近な一人の肩に手をかける。彼が邦道を見た。指は動かしたまま。

部屋中の全員が暗い瞳で邦道を見る。指は動かしたまま。

　邦　道「……っ」

怯えて下がる邦道。

　男　１「邪魔をするな……」

　邦　道「……え？」

　男　１「売国奴……」

目の前の男、立ち上がって邦道に迫る。

　邦　道「う、うわぁっ！」

振り払うと、あっさり倒れた。

だが、すぐに立ち上がる。

　男　１「非国民……」

他にも二人、計三人が迫ってくる。

　男　２「裏切り者」

　男　３「日本の敵……」

　男　１「排除する」

　男　２「排除する」

　男　３「排除する」

　　　　　　　怯えて後ろに下がりながら、邦道。

　邦　道「な、なんなんだよお前らは！」

　男　１「我ら、ネトウヨ」

　男　２「日本の右傾化を望む、マジカル枢軸よりやってきた」

　男　３「邪魔する者は、許さない」

　邦　道「マジカル枢軸…？　っ！」

　　　　　　　背中が壁に当たる。邦道、ネトウヨ達を睨みつける。

その時。

窓ガラスを突き破って、箒に乗ったリティが室内に飛び込んできた。箒には、Mig-25のペイントがなされている。

リティ邦道の前に降り立ち、箒から変化した杖で敵をなぎ払う。ふっとぶ三人。

　邦　道「お前！？」

　　　　　　　リティ、手を横に突き出して邦道を庇う。

と、ネトウヨたちが次々立ち上がる。

　男　４「誰だ」

ディスプレイに『Who』の文字。

　男　５「魔女だ」

ディスプレイに『Ｗｉｔｃｈ』の文字。

台詞と同時に、パソコンのキーボードが勝手に動いて文字を打ち込んでいる。

　男　６「マジカルソビエトの」

ディスプレイ『魔法の社会主義国マジカルソビエト』

　男　１「国賊」

　男　２「邪魔をするな」

　男　３「我らは、この国を想っているのだ！」

　　　　　　　襲い掛かるネトウヨ。叫ぶ邦道。

　　　　　　　リティの手の中で、杖がAK47に変化する。

　　　　　　　目を閉じて乱射するリティ。壁が、パソコンが、ネトウヨたちが蜂の巣にされていく。

　邦　道「……」

尻餅をついた邦道、焦る。

　邦　道「お、おい！」

　リティ「……」

撃つのをやめたリティ。真っ直ぐ前を向いている。

パソコン全部から黒いもやが浮かび上がり、天上付近で集合する。やがて黒い霧状の巨人となった。

　邦　道「なっ……」

巨人の腕が触手となり、リティを縛り上げる。

　邦　道「何！」

苦しむリティ。

　ネトウヨ「マジカルソビエト。貴様らがどうあがこうと無駄だ。この国の人々は、我らに賛同している」

邦道を映しながら。

　ネトウヨ「マスコミの報道を見ろ。隣国も、遠国も、我らの国を疎み、脅かす国ばかりだ」

リティを映しながら。

　ネトウヨ「ネットの情報を見ろ。他国への誹謗と国威発揚ばかりだ」

迫る黒い巨人。

　ネトウヨ「国民は、我らを支持しているのだ。左翼の入り込む余地などない」

ショックを受け、顔を伏せる邦道。

　邦　道「……そうだ」

（回想）

冒頭の、仲良くする必要はないと書かれたサイト。

　邦　道（もう、何もかも手遅れなんだ。日本はこんな国になっちまった。これ以上頑張ったって、なんになるんだ）

苦しむリティ。

　邦　道（俺にできることなんて何もない。何も変わらない！）

　リティ「そんなことない！」

戦意を失っていないリティ。

はっとする邦道。

訴えるリティ、だが口は動いていない。

　リティ「数字の上ではそうだけど、私には聞こえてる。多数のサイレントマジョリティは、世界中と仲良くしたいって思ってる！」

　リティ「そんなの、あたりまえの話だよ！　誰も喧嘩なんてしたくない。本当は皆、仲良くしたいって思ってる！」

邦道、目を見開いてリティを見る。。

　リティ「声なきマジョリティのために、私は諦めない！　魔法で人の心は変えられないから、少しずつしか、世界は変えられないけど。無駄なんかじゃ、絶対にない！」

　ネトウヨ「おおおおおおおおおおおおおっ！」

巨人、吠える。

顔を歪ませるリティ。

と、邦道が手近なデスクトップを持ち上げネトウヨに投げつける。

怯む影。

　邦　道「……どうすればいい」

驚き見下ろすリティ。

邦道、真面目な顔。

　邦　道「俺の協力が必要なんだろ。何をすればいいんだ」

小さく笑って。

　邦　道「聞こえたんだ、お前の声。……気付いたんだ。俺が、誰のために活動を続けてきたのか」

すっきりした、いい表情で。

　邦　道「自分のためじゃない。平和を望む皆のために、勝手に絶望して、勝手に諦めるわけにはいかないよな」

リティ、苦しそうに笑って。

　リティ「私たちは、人の思想を、心を力に変えて戦います。だから……信じていてください、私のことを」

　邦　道「それだけでいいのか？」

　　　　　　　邦道、軽く驚いた後頷く。

　邦　道「分かった」

更に大型化したネトウヨ。吠える。

リティ、見据え。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

拳を握る邦道。

　リティ「……死刑！」

光が――

去った後、煙の中から現れたのは、石田。

触手を失い、怯むネトウヨ。石田が顔を上げる。きちんと口を動かして喋る。

　石　田「みんな、仲良くした方がいい。あたりまえの話だよね」

石田、飛ぶ。腕を振ると、ネトウヨ壁に叩き付けられる。

石田、ネトウヨの正面に浮かんで右手を突き出す。

　石　田「でも君は、ここで終わり。あたりまえの話だよね」

空間の揺らぎ。少しずつその姿を見せる――ザンギュラ。やがて全身を見せたザンギュラは、スーパーウリアッ上によってネトウヨを攻撃。

ネトウヨ消える。

すると、ぼろぼろだった教室がみるみる戻っていく。

邦道の傍に降り立つ石田。

　邦　道「お前……？」

にっこり微笑む石田。その笑顔にリティの面影が――重ならない。

○高校、新聞部部室

　朝　日「うおあああああ！」

雄たけびを上げながら、ノーパソに向かっている朝日。

画面では右翼と左翼がレス合戦を繰り広げている。

　圭　　「ねぇ朝日、そんなことより原稿を早く書いて欲しいんだけど……」

ばんっ！　と机を叩き。

　朝　日「そんなことって何よ！　自分のことしか考えないファシストが、世界を混乱させようと暴れてるのよ！　ここで日和って何が報道の正義――あれ？」

　圭　　「どうしたの？」

朝日、画面を見ながら。

　朝　日「うん……何か、急に右翼どもが大人しくなっちゃって」

後ろから覗き込む圭。

　圭　　「ほんとだ。残念」

　朝　日「何か言った！？」

　圭　　「ううん、何にも。ほら朝日、もう満足したよね。早く原稿仕上げてよ」

　朝　日「うん……」

納得のいかないようで、まだ画面を眺めている朝日。

一瞬映る、silent majorityの文字。

　朝　日「？」

目を擦ると、もう見えない。

不思議そうな朝日。

○大学、外

邦道、歩きながら。申し訳なさそうに。

　邦　道「色々、悪かった」

リティ、首を振る。

邦道、安堵。

　邦　道「……改めて、俺からお願いするよ。お前のこと、手伝わせてくれ」

リティ、頷き。立ち止まり、頭を下げる。

邦道も立ち止まり。

　邦　道「あ、いや、俺のほうからお願いしてるんだし。えーと……」

顔を上げるリティ。

　邦　道「そういや、大切なこと聞いてなかったな」

リティ、首を傾げる。

　邦　道「名前だよ。俺は、赤井邦道。お前は？」

リティ、じっと邦道を見上げ。

口を動かす。

　邦　道「え？」

もう一度、ゆっくり一音ずつ口を動かす。

　邦　道「り・てぃ・い。リティか？」

リティ、嬉しそうに笑う。

邦道、つられて嬉しそうに。

　邦　道「よろしくな、リティ」

夕日の中で、握手。

○帰り道

学校帰り、圭と並んで歩いている朝日。疲れ気味。

　朝　日「はぁ……。なんだか疲れたわ」

　圭　　「ご苦労様。でもあの量の原稿をこの時間で終わらせるなんて、さすが朝日だよね」

　朝　日「まったく、仕事なんて溜め込むものじゃないわね……」

　　　　　　　角で別れる二人。

　圭　　「またね、朝日」

　朝　日「うん、じゃあね圭」

　　　　　　　暫く歩いてから、思い出しムカツキ。

　朝　日「それにしてもあの書き込み！　馬鹿右翼が好き勝手言ってくれちゃって」

　　　　　　　拳を掌に打ち付ける。

　朝　日「今度出てきたら、完膚なきまでに論破してあげるんだから」

言いながら、角を曲がる。

そこに、邦道を見つける。

思わず隠れる朝日。息が乱れる。

（回想）

部室でのこと。

　圭　　「それが嫌なら、朝日がきちんと支えてあげないと。一緒になって暗くなってたら駄目だよ」

　朝　日「そう、よね。あたしがなんとかしてあげないと！」

意を決して飛び出す朝日。

　朝　日「あ、くに――」

目を見開いて硬直。邦道が、リティと抱き合っていた。

　朝　日「え……」

鞄を取り落とす。

　　　　　　続く

